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回
想
〉

　
　
　
清
津
川
総
合
開
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富

　
当
間
山
麗
段
丘
地
の
開
発
が
遅
れ

た
原
因
に
つ
い
て
、
先
日
あ
る
．
新
聞

に
、
戦
後
食
糧
事
情
の
悪
化
に
伴

い
、
国
策
と
し
て
段
丘
地
開
墾
が
推

進
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
先
見
の

明
に
乏
し
い
指
導
者
、
地
主
が
開
墾

に
反
対
し
、
国
の
土
地
買
収
に
抵
抗

が
試
み
ら
れ
た
た
め
に
時
期
的
に
も

計
画
が
遅
六
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た

こ
と
に
あ
る
と
掲
載
さ
れ
て
あ
っ
た

が
、
私
は
こ
れ
は
極
め
て
皮
相
な
観

察
で
あ
り
、
当
時
何
の
関
係
も
な
か

っ
た
縁
な
き
衆
生
が
今
日
の
段
階
で

観
祭
批
評
す
る
と
す
れ
ぱ
ム
リ
も
な

い
話
だ
と
思
っ
た
。

　
こ
の
段
丘
地
の
開
苑
が
遅
れ
た
皿

大
の
原
因
は
戦
學
に
あ
る
と
私
は
断

…
一
．
一
す
る
。
開
発
の
運
動
を
始
め
た
時

期
が
悪
か
っ
た
。
有
史
以
来
二
千
六

井
　
　
宣
目
　
重

っ
た
け
の
力
を
出
し
切
ろ
う
と
す
る

と
き
で
あ
り
、
又
一
瞬
に
し
て
崩
壊

し
去
ろ
う
と
す
る
激
動
期
に
あ
っ
て

は
国
土
開
発
事
業
も
戦
局
の
推
移
に

よ
っ
て
変
転
す
る
も
致
方
な
い
こ
と

で
あ
っ
た
。
こ
の
開
拓
も
終
戦
問
際

に
は
学
徒
勤
奉
隊
に
よ
っ
て
開
墾
が

行
な
わ
れ
、
ソ
バ
を
蒔
い
た
が
種
子

の
拭
の
ほ
ど
も
穫
れ
な
く
て
呆
れ
と

も
笑
い
と
も
つ
か
ぬ
活
し
を
き
か
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
津
南
開
拓
は
立

上
り
の
時
期
を
当
て
た
と
思
う
。
敗

戦
後
の
立
直
り
は
先
す
食
糧
の
確
保

か
ら
と
、
そ
れ
こ
そ
老
幼
野
女
国
民

一
体
と
な
っ
て
国
の
隅
六
ま
で
余
す

所
な
く
開
墾
に
精
を
出
し
た
と
き
で

あ
っ
た
か
ら
、
国
の
方
針
も
ほ
ぽ
決

ま
り
、
住
民
輿
論
の
結
渠
も
比
較
的

容
易
に
出
来
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

る
」
昭
剰
の
初
期
に
生
れ
た
汰
逮
は

小
学
核
在
学
中
に
強
制
的
に
志
願
兵

に
と
ら
れ
た
り
、
食
糧
不
足
で
飲
ま

す
奥
わ
す
の
状
態
に
お
か
れ
子
供
な

が
ら
も
よ
く
よ
く
身
に
し
み
て
感
じ

て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
終
戦
前
後
に

生
れ
て
反
抗
期
に
は
親
に
盾
つ
き
、

何
事
に
も
一
理
屈
こ
ね
た
い
年
頃
の

者
に
は
戦
中
戦
後
の
苦
し
み
は
わ
か

ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
占
領
政
策

の
中
、
自
分
遠
に
都
合
の
よ
い
部
分

だ
け
を
吸
収
し
て
育
っ
て
き
た
よ
う

で
あ
る
。
あ
の
当
時
の
こ
と
は
今
で

も
は
っ
き
り
憶
い
起
す
こ
と
で
あ

る
。
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
北
支
那

芦
構
橋
で
日
本
と
支
那
の
軍
隊
が
衡

突
し
た
。
北
支
事
変
と
称
し
て
当
時

日
本
は
不
拡
大
方
針
を
宣
明
し
た
に

も
か
か
わ
ら
す
こ
れ
と
は
う
ら
は
ら

に
戦
線
は
拡
大
さ
れ
る
一
方
で
．
が
や

が
て
支
那
事
変
と
改
め
ら
れ
て
次
汝

と
人
馬
の
動
貴
が
行
な
わ
れ
た
。
昭

和
十
六
年
十
二
月
八
日
ハ
ワ
イ
真
珠

湾
の
玖
盤
が
行
な
わ
れ
大
東
耶
戦
争

と
な
り
イ
タ
リ
ヤ
と
ド
イ
ツ
を
除
く

争
を
お
っ
●
ぱ
じ
め
国
運
を
賭
げ
る

破
且
と
な
っ
た
。
緬
戦
に
お
い
て
は

全
戦
全
勝
ま
さ
に
破
竹
の
勢
い
で
あ

っ
た
が
、
科
学
と
物
爺
の
優
位
に
は

抗
す
べ
く
も
な
く
追
に
戦
局
は
劣
勢

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
、
昭
和
十
八
年

五
月
十
六
日
か
ら
三
十
日
に
か
け
て

北
海
ア
ッ
ツ
島
の
失
陥
が
報
導
さ

れ
、
十
九
年
六
月
に
は
南
海
サ
イ
パ

ン
島
が
陥
落
し
た
。
や
が
て
日
本
の

敗
色
が
濃
く
な
り
二
十
年
一
月
に
は
・

硫
黄
島
に
米
軍
が
侵
攻
し
三
月
八
日

に
は
擢
鉢
山
の
日
本
軍
拠
点
全
滅
の

悲
報
が
伝
わ
り
日
本
の
敗
戦
が
決
定

的
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
日
本
興

隆
の
最
頂
期
か
ら
凋
落
期
に
か
け
て

国
策
の
動
揺
は
止
む
を
御
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
お
い
て
段
丘
地

の
開
墾
も
こ
の
波
に
乗
せ
ら
れ
、
国

の
方
針
が
変
わ
る
度
に
個
汝
の
刹
窪

や
考
え
方
も
違
っ
て
来
て
、
住
畏
は

開
墾
問
題
に
飽
き
が
来
、
嫌
気
も
さ

し
、
国
や
県
に
不
信
の
念
を
抱
く
よ

う
に
な
っ
た
の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と

で
あ
ろ
う
。
次
号
か
ら
囲
殉
方
式
の

多
種
多
様

も
重
労
働
で
年
寄
や
女
子
供
で
は
無

理
だ
。
花
つ
く
り
な
ら
た
の
し
み
な

が
ら
楽
に
出
来
る
仕
串
だ
と
思
う
の

で
、
こ
れ
を
村
中
に
普
及
し
み
ん
な

で
研
究
し
て
「
花
の
な
か
さ
と
」

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
し
た
い
も
の

だ
。

　
私
は
五
、
六
年
前
か
ら
各
種
の
花

を
つ
く
っ
て
い
る
。
先
年
、
上
村
病

院
が
貝
野
へ
出
張
診
療
の
と
き
桔
梗

が
見
事
に
咲
い
た
の
で
持
参
し
た
と

こ
ろ
保
健
婦
さ
ん
が
と
て
も
上
手
に

活
け
て
診
療
室
に
飾
っ
て
く
れ
た
。

そ
の
と
き
促
健
婦
さ
ん
か
ら
東
田
尻

の
桑
原
英
与
利
さ
ん
と
い
う
人
が
た

一
く
さ
ん
穂
葎
ぞ
い
る
と
お
し

え
て
く
れ
た
の
で
、
是
非
訪
ね
て
見

た
い
と
お
も
っ
て
い
た
が
、
七
月
の

下
旬
、
村
の
老
人
た
ち
と
小
出
の
湯

一へ
行
く
こ
と
に
な
り
、
そ
の
途
中
桑

原
さ
ん
方
に
立
寄
っ
た
。
新
築
し
た

ぱ
か
り
の
立
派
な
録
の
構
え
な
の
で

　
一
寸
た
じ
ろ
ん
だ
が
奥
さ
ん
に
桔
梗

ゴ
、
養
豚
い
漿
霧
藷
離
羅
脚
u
薦

っ
て
夏
の
間
に
三
万
円
ぐ
ら
い
収
穫

す
る
。
一
度
植
え
れ
ぱ
毎
年
咲
き
、

労
力
を
か
け
な
い
で
小
使
取
で
き
る

と
い
う
。

「
忙
し
い
と
こ
ろ
お
邪
魔
し
ま
し

た
」
と
バ
ス
停
留
所
へ
き
た
が
い
つ

ま
で
待
っ
て
も
こ
な
い
。
か
た
わ
ら

で
仕
事
を
し
て
い
た
大
工
さ
ん
に
き

い
て
み
た
ら
も
う
行
き
ま
し
た
よ
と

い
う
。
こ
れ
は
残
念
、
次
の
バ
ス
は
一

時
二
十
分
、
ま
だ
二
時
間
も
あ
る
。
人

家
の
な
い
と
こ
ろ
で
待
つ
の
も
辛

い
。
儘
食
も
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
お
茶
が
な
け
れ
ぱ
む
す
び
も
食

え
な
い
。
喉
に
つ
か
え
た
ら
困
る
。

ま
た
厚
か
ま
し
く
も
桑
原
さ
ん
方
に

戻
っ
て
昼
宿
を
．
願
う
。
こ
ん
ど
は
ご

主
人
も
山
か
ら
帰
っ
て
き
て
お
り
、

茶
の
間
い
っ
ば
い
に
桑
を
ひ
ろ
げ
上

半
身
裸
に
な
っ
て
給
桑
に
け
ん
め
い

だ
。
「
こ
れ
は
は
じ
め
ま
し
て
」
と

挨
拶
し
た
ら
「
い
ま
家
内
が
屑
の
仕

度
を
し
ま
す
か
ら
一
寸
休
ん
で
い
て

い
は
よ
い
で
し
よ
う
」
と
す
す
め
ら

れ
る
。
酒
の
前
に
は
頭
が
あ
が
ら
な

い
し
女
の
前
に
は
太
刀
を
も
ち
あ
げ

る
ど
こ
ろ
か
目
尻
が
下
っ
て
し
ま
う

な
ど
と
冗
談
を
い
っ
て
爆
笑
す
る
。

酒
肴
に
は
マ
タ
タ
ビ
の
漬
物
、
こ
れ

は
珍
し
い
も
の
と
沢
山
ご
ち
そ
う
に

な
る
ロ
さ
て
こ
ん
ど
は
バ
ス
に
　
り

嚢
離
達
鐵

し
、
貝
野
の
方
へ
来
た
と
き
は
是
非

寄
っ
て
下
さ
い
。
学
校
の
す
ぐ
そ
ば

で
す
と
別
れ
を
告
げ
桑
原
さ
ん
方
を

立
去
っ
た
。
　
（
以
下
次
号
筆
者
は
明

治
二
二
年
生
れ
）

　
　
な
か
さ
と
文
芸

　
　
　
ー
四
月
投
句
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
丘

春
嵐
未
完
の
ビ
ル
が
鮒
ふ
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

雪
解
け
の
川
に
束
子
を
取
ら
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
牛

一
春
の
街
に
蟹
売
る
老
婆
居
眠
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
来
子

合　しi教及
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電索鷲騎ど陪図鎚遣

撃購雛熱

光
輝
あ
る
日
：
本
帝
国
が
有

借場移前室 り

（外下（　　る利人り
教のさ役な　に用ぐた こ

蚕場い場おごしらい事合　。交　’来たいと
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こ
で
戦
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癬纏躍レ懲筆小
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こ
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い八時利○　　気舘二 ふ
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もま帰 殆
うこ　り十 ん

老彪1癒　　　　み、 ど
全

うけ　つが
なって明　　　ん
籔㍊　咲・な
雛轟奮かで
寅嘉絡敷せ花

世
界
を
相
手
と
し
た
大
戦
醐

蒐奪窪建棚1ま　を 移
り

謡㍍譲　　　し 蛮
り

はるまに　　　　よ
コのの2’

鴇講直う
を
ロ
ノ’ξ

体
的
ひ
こ

ク田一が、だばほ
蓼敏と春

し
た
い
o

バもをも
る便バだに捨奥梗れきの
のトス犠包てさがてし花
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塑鱗総綴
つつ長つ萱を元て中の話

一

咲て岡けで新をおに中を
いくのる編聞切りはへおたれ常　。ん紙り　’桔入き

方りrた化築め仕蚕つ下で酒い　　o的　し私度をた　さ
ととや食なたを，が見　。い
遠女私卓実ぱ案出る私一
慮にはににか内き　◎もと
すは酒す明りし三し上ま
る太はわるでてしばら蓼
。刀苦るい木食主らせ蛮
rが手と　　の掌人くて窒まあで酒岱香にはしいへ
あが一が呈も入仕てた入
一らも出で匂る；事おだ　つ
献なとたあう　oを儘いて
位いよ　。つ文新やのてい
老　　　　馬爬　1深　ソく　　　　ヲi葛　　　　老乎 風
要　　小り都　　む　　雨 も

も　　さ　　市　　吾　　の 童
な　　く　　の　　子　　魚 も

に　　旅　　ほ　　の　　具 舞
か　　　も　　　こ　　　窓　　　と

か　　終　　り　　辺　　な　　て
ぐ　　　　り　　　　ぐ　　　　（7二）　　　り　　　　匠ミ

わ　　て　　も　　囲　　て　　し
し　　　水　　　り　　　解　　　築　　　土
春　　温　　や　　き　　些　　手
の天む露い花に大河露の宵『来　　　　　　力・　　　け’　　　岸　　　撃予

　子　　丘の棄り泉　　丘火

い
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藁
一
桂

響
瀞
謬
㍑
，

回
部
行
公
生
生
亀
1

一
－
　
村
　
　
　
数

月
価
発
里
男
女
計
帯

毎
定
　
中
　
　
　
　
世

　
　
　
　
　
　
現
在
人
ロ

学
校
教
職
員
の
人
事
異
動

　
　
　
　
　
　
田
沢
小
、
貝
野
小
学
校
長
替
る

　
　
　
ぽ
　
ぺ
か
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
・
、
，
、

　
【
村
山
貝
野
小
校
長
】

　
昭
利
三
十
八
年
度
末
、
三
十
九
年

度
は
じ
め
に
お
け
る
学
校
教
職
負
の

人
事
異
動
は
、
去
る
三
月
三
十
一
日

県
教
育
委
戯
会
か
ら
発
裂
さ
れ
た
が

中
里
村
で
も
四
月
一
日
付
で
転
退
職

者
二
十
九
名
、
継
続
採
用
三
名
、
新

転
入
二
十
七
名
（
清
津
峡
小
養
護
教

諭
一
名
未
定
）
の
異
動
が
お
こ
な
わ

れ
た
。

　
本
年
度
の
異
動
に
つ
い
て
は
、
前

年
度
同
様
に
県
教
委
の
興
動
方
針
及

び
．
“
点
で
あ
っ
た
辺
地
学
校
に
お
け

る
教
員
組
織
の
充
実
と
い
う
点
で
は

必
す
し
も
満
足
す
べ
き
も
の
で
は
な

か
っ
た
が
、
し
か
し
全
眼
的
に
教
員

の
絶
対
不
足
と
い
う
実
情
と
し
て

は
、
あ
る
程
度
の
要
望
が
入
れ
ら
れ

特
に
貝
野
地
区
の
準
へ
き
地
指
定
に

よ
り
、
従
来
も
っ
と
も
恵
ま
れ
な
か

っ
た
同
地
域
が
、
平
場
と
の
人
那
交

流
が
比
較
的
容
易
と
な
り
、
教
口
組

織
の
充
実
が
見
ら
れ
た
こ
と
は
鐸
ぱ

し
い
こ
と
で
あ
つ
た
。

　
村
内
各
学
校
に
お
け
る
へ
事
異
励

は
次
の
と
お
り
。

〔
転
…
〕

▽
田
沢
小
学
校

木
下
正
一
（
新
井
市
姫
川
原
小
）

渡
辺
　
春
枝
（
栃
尾
市
栃
堀
小
）

関
虫
　
国
生
（
北
魚
沼
福
山
小
）

宮
川
紀
恵
子
（
古
志
郡
種
苧
原
小
）

有
本
　
玲
子
（
南
蒲
原
中
之
島
中
）

貝
沢
　
保
子
（
退
職
）

▽
高
道
山
小
学
校

高
栃
　
博
子
（
岩
船
郡
神
納
小
）

井
ノ
川
信
一
（
退
職
）

▽
倉
俣
小
学
校

金
子
　
哲
雄
（
津
南
町
下
船
渡
小
）

関
ひ
と
し
（
三
条
市
三
条
小
）

和
田
　
タ
ヅ
（
北
魚
沼
須
原
小
）

宮
沢
　
忠
義
ハ
退
職
）

▽
貝
野
小
学
校

架
瞭
清
信
（
教
育
庁
下
越
出
張
所
）

小
池
　
芳
子
（
退
職
）

柊
淵
智
恵
子
（
退
職
）

岡
村
　
芳
美
（
田
沢
小
）

本
宮
　
憲
男
（
南
魚
沼
三
国
小
）

▽
清
津
峡
小
学
校

上
．
原
　
　
健
（
退
職
）

西
原
　
光
亨
（
退
職
）

柿
崎
カ
ズ
エ
（
津
南
町
上
郷
小
）

▽
川
沢
中
学
校

暇
栃
　
昌
一
（
南
魚
沼
薮
神
中
）

日
木
　
雅
紀
（
中
頸
城
源
中
）

後
藤
　
貞
江
（
退
職
）

関
根
　
隆
光
ハ
退
臓
）

▽
倉
俣
中
学
校

南
　
靖
夫
（
三
条
市
三
条
第
二
中
）

平
沢
　
節
子
（
西
蒲
原
味
方
中
）

▽
貝
野
中
学
校

保
坂
　
義
雄
（
十
日
町
実
業
高
校
）

阿
部
　
和
孝
（
加
茂
市
若
富
中
）

南
雲
　
治
彦
（
退
職
）

▽
十
日
町
商
校
田
沢
分
校

高
山
光
明
（
新
潟
市
立
工
業
高
校
）

野
沢
　
節
子
（
小
出
高
校
）

〔
転
入
〕

▽
田
沢
小
学
校

伊
藤
　
義
男
（
柏
崎
市
柏
崎
小
）

中
村
　
　
昭
（
糸
魚
川
市
西
海
中
）

益
満
　
幸
子
（
束
頸
城
松
代
小
）

斉
藤
　
馨
爾
（
新
採
用
）

太
田
ト
ヨ
子
（
十
日
町
市
野
中
小
）

岡
村
　
芳
美
（
貝
野
小
）

▽
高
道
山
小
学
校

鈴
木
　
慶
彦
（
新
採
用
）

津
端
測
貿
子
（
新
採
用
）

▽
倉
俣
小
学
校

桑
原
　
　
翻
（
古
志
郡
虫
m
小
）

貝
沼
　
∫
雄
（
北
蒲
原
駒
林
小
）

山
川
ユ
キ
イ
（
杣
崎
市
大
淵
小
）

横
井
七
保
（
新
採
川
）

▽
貝
野
小
学
校

村
山
　
正
衛
（
柏
崎
市
比
角
小
）

古
沢
カ
ッ
エ
（
川
．
西
町
中
仙
田
小
）

橋
本
　
鯖
夫
（
酌
蒲
原
麓
小
）

伊
比
　
寛
子
（
新
採
川
）

鷲
嶺
紀
文
（
西
頸
城
名
M
小
）

▽
清
津
峡
小
学
校

甲
嬰
ブ
キ
子
（
加
茂
市
加
茂
小
）

▽
田
沢
中
学
校

山
田
　
昭
一
（
新
採
用
）

今
井
　
徹
郎
（
新
採
用
）

平
方
ハ
ツ
子
（
岩
船
郡
大
川
谷
小
）

広
瀬
　
政
幸
（
津
南
町
上
郷
中
）

▽
倉
俣
中
学
校

斉
藤
　
一
英
（
西
蒲
原
味
方
中
）

和
田
　
正
夫
（
小
千
谷
市
吉
谷
中
）

▽
貝
野
中
学
校

磯
．
曲
　
晴
夫
（
北
蒲
原
紫
雪
寺
中
）

鳥
山
　
　
獲
（
北
蒲
、
原
木
崎
中
）

古
田
島
祐
費
（
北
魚
沼
沌
之
叉
小
）

・
▽
十
日
町
高
校
田
沢
分
校

河
沼
　
久
夫
（
新
採
用
）

徳
氷
罷
喜
江
（
新
採
用
）

就
任
の
御

　
　
　
　
　
　
田
沢
小
学
校
長

　
こ
の
度
、
田
沢
小
学
検
長
を
拝
命

し
、
五
日
着
任
い
た
し
ま
し
に
。
水

は
清
く
、
山
は
澄
み
八
情
こ
ま
や
か

な
こ
の
地
に
赴
任
し
私
は
本
当
に
有

難
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
教
え
る
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、

も
っ
と
も
っ
と
大
事
な
も
の
を
お
預

り
し
て
い
る
」
の
が
、
私
遠
の
務
め

で
あ
る
と
、
永
ぐ
教
職
に
あ
っ
た
偉

か
ら
訓
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
、
こ
の
こ
と
を
深
く
思
い
出
し

て
い
ま
す
。
つ
ぶ
ら
な
瞳
、
ビ
チ
ヒ

チ
し
て
い
る
子
供
の
後
。
そ
し
て
一

日
も
一
と
き
も
や
す
み
な
く
成
長
し

続
け
る
子
供
達
。

　
そ
の
中
で
毎
日
を
一
緒
に
過
し
て

行
け
る
。
そ
の
こ
と
だ
け
の
私
達
の

生
活
、
本
当
に
楽
し
い
こ
と
で
す
。

【
ま
才
児
麺
」
と
い
う
字
校
の
教
育

目
標
。

　
私
は
こ
こ
に
来
て
の
数
日
間
で
田

沢
小
学
校
の
輝
か
し
い
伝
統
や
、
地

域
の
方
六
の
た
ゆ
み
な
い
愛
校
心
を

じ
ー
ん
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

挨
拶

伊
　
藤
　
義
　
男

　
校
庭
の
吉
野
桜
が
春
を
告
げ
、
噴

水
の
水
は
高
く
、
や
が
て
緑
の
芝
生

が
眼
に
し
み
る
円
も
閥
近
い
事
で
あ

り
ま
し
よ
う
。
そ
の
庭
園
の
一
木
一

石
も
子
供
達
と
先
生
方
の
汗
か
ら
生
［

ま
れ
、
地
域
の
方
六
の
「
明
る
い
環

境
の
中
で
子
供
達
を
育
て
た
い
。
」

と
い
う
願
い
の
結
災
で
あ
る
と
お
聞

き
し
、
私
は
こ
こ
の
教
育
に
対
す
る

任
務
の
爪
大
さ
を
感
す
る
も
の
で

す
。

　
微
力
な
も
の
で
す
が
、
心
を
新
に

し
て
一
日
も
早
く
地
域
の
方
六
の
お

仲
問
入
り
を
さ
せ
て
頂
き
、
毎
日
を

大
事
に
過
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
幸
い
前
任
の
木
下
校
長
先
生
の
大

き
な
棊
績
が
創
立
九
十
周
年
へ
の
道

を
開
き
、
白
岩
教
頭
先
生
は
じ
め
若

い
立
派
な
先
生
方
の
意
気
と
み
に
旺

ん
で
、
学
校
も
新
年
度
の
計
固
が
軌

遣
に
の
っ
た
よ
う
で
す
。

　
本
当
に
有
難
い
こ
と
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
勲
い
い
た
し
ま
す
。

ひ
の甫

日

別
の
感
懐

県
教
育
庁
下
越
出
張
所

　
　
　
　
　
　
　
　
管
理
主
事

　
水
清
き
ま
・
、
山
美
し
き
ま
ま
保

存
し
た
い
の
は
人
情
の
常
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
が
出
来
得
な
い
で
人
為
的

に
制
度
を
設
け
て
あ
え
て
国
宜
自
然

公
園
地
．
区
を
指
定
し
て
い
る
。

　
人
情
、
民
心
、
生
活
に
お
い
て
こ

の
よ
う
な
人
為
的
な
制
度
で
特
定
地

区
だ
け
残
す
こ
と
は
で
き
な
い
社
会

の
き
び
し
さ
は
、
お
互
に
知
り
ぬ
い

て
い
る
。
人
の
世
に
於
い
て
は
そ
の

地
域
に
住
む
人
が
互
い
に
励
ま
し
あ

っ
て
、
人
情
、
民
心
、
生
活
を
不
断

に
創
造
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

桑
　
原
　
清
　
信

外
部
か
ら
の
枠
な
ど
で
は
ど
う
に
も

な
ら
な
い
。
美
し
い
人
心
を
不
断
に

創
造
し
て
行
く
任
務
が
教
育
で
あ
る

こ
と
は
私
が
申
す
ま
で
も
な
い
こ
と

で
す
。

　
　
に
な
じ
み
モ
ぎ
と
　
に
よ
ろ
こ

一
菱
篶
灘
欝

　一
産
業
部
門
に
た
す
さ
わ
る
人
も
味
い

嬬
な
い
楽
し
薯
す
．
蓼
葛
っ

一
て
働
き
ま
し
ょ
う
と
新
任
の
先
生
万

．
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
私
が
、

｝
　
　
　
　
　
（
一
一
面
へ
）

一
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肥
育
牛
の
多
頭
飼
育

　
　
　
　
　
　
七
ケ
タ
農
業
の
実
現

　
　
　
　
　
　
　
白
羽
毛
　
樋

　
当
地
帯
の
山
村
で
も
、
な
ん
と
か

七
ケ
タ
農
業
を
実
現
し
た
い
と
の
念

願
か
ら
、
水
稲
、
畜
産
、
養
蚕
を
経

営
の
基
幹
と
し
た
経
営
形
態
を
検

討
、
昨
年
和
牛
肥
育
の
多
頭
飼
育
に

ふ
み
き
っ
た
。

　
経
営
の
概
況
は
、
水
田
一
五
〇
ア

ー
ル
、
普
通
畑
五
〇
ア
ー
ル
、
桑
園

四
〇
ア
ー
ル
、
和
牛
肥
育
常
時
九
頭

（
年
間
二
〇
頭
内
外
の
販
売
目
標
）

で
、
農
業
従
事
者
三
人
で
あ
る
。

　
和
牛
肥
育
部
門
は
昨
年
八
月
、
農

業
近
代
化
資
金
の
借
り
入
れ
に
よ
り

ロ
　
新
　
士
・
氏

合
理
的
肥
育
牛
舎
を
新
築
、
肥
育
を

開
始
、
平
均
肥
育
期
間
九
〇
日
で
八

頭
出
荷
の
収
支
概
要
は
次
の
よ
う

だ
。

　
販
売
粗
収
入

　
　
　
　
　
　
九
一
五
、
八
○
○
円

　
経
営
費
　
　
八
五
七
、
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
ぺ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　

……
費
、
光
熱
費
、
保
健
衛
生
讐

一　
　
ど
）

　
ぎ
　
　
　
　
　
　
ヤ
ゴ
る
の
　

藻
り
2
頭
当
呈
均
七
三
九

［

○
円
の
所
得
で
一
日
当
り
労
働
報
酬

一
、
三
五
二
円
と
な
る
。
こ
の
販
売

の
う
ち
二
頭
は
赤
字
と
な
っ
た
の
で

一
頭
当
り
所
得
は
少
な
い
が
、
初
年

度
と
し
て
は
一
応
、
よ
い
成
績
を
お

さ
め
た
と
云
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い

　
④
補
助
率
は
工
種
に
よ
り
二
十
五

　
～
六
十
五
％
で
す

三
、
報
告
事
項

イ
、
災
害
の
発
生
年
月
日
、
施
設
の

　
　
　
ヤ
　
を
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヂ

　
　
　
　
　

ロ
ヤ
ふ
　
エ
　
　
で
　
で
　
　
が
　

皿
覇
果
の
小
さ
い
も
の
は
除
か

麗
縫
臨
難

皿
二
十
万
円
前
後
を
目
標
と
し
て
い
る

　
以
上
新
し
く
取
り
入
れ
た
利
牛
肥

育
部
門
の
成
績
を
上
げ
て
み
た
が
、

『
樋
口
さ
ん
の
年
間
農
業
所
得
の
概

．
算
、
目
標
は
次
の
通
り
と
な
る
。

　
水
稲
　
三
五
〇
、
○
○
○
円

　
畜
産
　
二
〇
〇
、
O
O
O
円

　
養
蚕
　
一
三
〇
、
O
O
O
円

　
合
計
六
十
八
万
円
内
外
位
が
今
年

｝
よ
り
見
込
ま
れ
る
よ
う
だ
。
粗
収
入

｝
は
勿
論
百
万
以
上
と
な
る
。

　
　
ケ
　
は
　
　
　
れ
さ
ん
が
ぽ
　
む

べ
奪
蘂
し
謡
子
一
、
一
会
当
地
に

㎜
於
け
る
新
し
レ
農
業
形
態
を
う
ち
た

　

一
て
る
べ
く
意
欲
を
燃
や
し
て
い
る
。

、
【
写
真
は
樋
口
さ
ん
の
畜
舎
に
て
】

1施設の災害について
　
毎
年
融
雪
時
に
は
災
害

が
　
　
し
が
ち
で
す
が
ヤ

災
害
復
旧
事
業
に
は
塵

額
以
上
の
事
業
費
に
対
し

て
、
国
、
県
の
補
助
が
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

災
害
を
発
見
し
ま
し
た
ら
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ち
に
　
の
こ
と
を
　
か
　

め
た
う
え
、
役
場
塾

課
へ
通
知
（
文
書
、
電
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

話
い
す
れ
も
可
）
下
さ
一

い
。

一
　
施
設
災
害
の
種
類

イ
、
公
共
施
設
災
害

　
国
、
県
、
村
道
、
橋
禦
、
河
川
護

岸
、
学
校
等

ロ
、
農
林
水
産
業
施
設
災
害

一
　
農
地
、
農
道
、
水
路
、
頭
首
工
、

一
溜
池
、
林
道
、
牧
道
、
農
業
倉
庫

　
木
炭
倉
庫
、
共
同
作
業
場
、
そ
の

　
他
関
係
施
設

じ
．
二
、
補
助
災
害
復
旧
事
業
の
範
囲

一一
イ
、
公
共
施
設
災
害
、
災
害
規
模
及

一

　
び
復
旧
事
業
費
の
多
少
に
か
か
わ

　
ら
す
報
告
下
さ
い

ロ
、
農
林
水
産
業
施
設
災
害

　
①
一
ヵ
所
（
災
害
ヵ
所
間
隔
五
十

　
麿
以
内
で
あ
れ
ば
同
一
ヵ
所
と
し

　
て
扱
う
）
の
復
旧
事
業
費
が
五
万

　
円
以
上
見
込
ま
れ
る
も
の

　
②
異
常
な
天
然
現
象
（
例
、
一
日

一
　
八
十
、
、
ゾ
以
上
の
降
雨
騒
）
で
当
年

　
発
生
し
た
災
害
て
あ
る
こ
と

　
③
維
持
管
理
、
設
計
の
上
の
ミ
ス

　
認
出
来
な
く
な
る
場
合
は
着
工
前

　
の
被
害
写
真
を
撮
っ
て
下
さ
い

四
、
そ
の
他

イ
、
補
助
事
業
で
復
旧
す
る
場
合
は

　
建
設
課
に
相
談
下
さ
い

ロ
、
維
持
管
理
、
応
急
工
事
を
直
ち

　
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
災
害
を
最

　
小
限
に
喰
止
め
る
よ
う
に
し
ま
し

　
ょ
う

　
　
春
先
の
防
犯
に
協
力
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
警
察
署

一　
雪
に
埋
も
れ
た
、
な
が
い
冬
の
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
と
か
く
気
の
ゆ
る
み
か
ら
不
毒
な
災

肖
活
か
ら
の
開
放
感
は
、
雪
国
の
人
な
害
や
事
故
、
叉
は
犯
罪
な
ど
が
起
り

廓”
ら
で
は
味
わ
い
な
い
気
持
で
す
が
、
　
や
す
い
の
も
こ
の
季
節
で
す
。
明
る

く
し
あ
わ
せ
な
社
会
を
築
く
た
め
に

地
域
ぐ
る
み
の
事
故
防
止
、
防
犯
活

動
に
ご
協
力
下
さ
い
。

　
十
日
町
警
察
署
で
は
A
「
月
は
次
の

事
項
に
重
点
を
置
き
協
力
を
よ
び
か
．

け
て
い
ま
す
。

①
暴
力
団
事
犯
の
一
掃

　
被
害
者
の
早
期
届
出
励
行
。
暴
力

排
除
気
運
の
醸
成

②
列
車
妨
害
事
犯
の
防
止

　
鉄
道
線
路
へ
の
立
入
り
防
止
。
児

童
生
徒
に
よ
る
妨
害
防
止
。
線
路
周

辺
に
お
け
る
妨
害
物
件
の
除
去
。

③
行
楽
期
に
お
け
る
防
犯

　
ア
キ
巣
、
ス
リ
等
の
防
止
。
め
い

て
い
者
等
に
よ
る
粗
暴
犯
の
防
止

一
④
歓
送
迎
の
際
の
雑
踏
事
故
の
防
止

一
雑
踏
す
る
と
き
の
用
心
（
歓
送
迎

蓼
く
す
さ
な
い
こ
と
．
前
に
出
よ

う
と
し
て
押
し
合
わ
な
い
こ
と
。
子

、
供
や
老
人
は
前
に
出
し
て
や
る
。
団

　一
体
は
引
卒
者
の
指
ホ
に
従
う
こ
と
。

㎜
カ
メ
ラ
を
扱
う
者
は
勝
手
に
列
を
み

一

だ
さ
ぬ
こ
と
。
）

｝
⑤
春
山
登
山
の
遭
難
事
故
防
止

㎜
　
気
象
に
は
い
つ
も
注
、
意
す
る
こ

紫
ナ
ダ
レ
に
も
細
心
の
注
意
・

、
⑥
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
の

㎜
窟
会
二

　
な
ヌ
ら

．
⑦
国
体
に
伴
な
う
交
通
規
制

．
⑧
新
入
学
児
童
の
交
通
事
故
防
止

一
　
特
に
歩
行
者
の
交
通
道
徳
の
高
揚

　
自
衛
官
募
集
〃
”

　
防
衛
庁
で
は
、
わ
が
国
の
平
和
と

独
立
を
守
り
、
た
く
ま
し
い
心
と
技

術
を
練
成
し
、
安
定
し
た
生
活
と
将

来
へ
の
飛
躍
の
た
め
に
、
陸
海
空
の

自
衛
官
を
次
の
要
領
で
募
集
し
て
い

ま
す
。

▽
採
用

二
等
陸
土
約
五
、
○
O
O
人

二
等
海
士
約
二
〇
〇
人

二
等
空
士
約
一
、
一
〇
〇
人

△
応
募
資
格

十
八
才
以
上
二
十
五
才
未
満
の
日
本

国
籍
を
有
す
る
男
子
。
学
歴
不
間
。

▽
受
付

五
月
三
十
一
日
ま
で
。
市
町
村
役
場

及
び
自
衛
隊
地
方
運
絡
部
で
受
付
け

て
い
ま
す
．

▽
志
願
手
続

役
場
叉
は
地
方
連
絡
部
か
ら
志
願
票

を
受
け
取
り
記
入
の
う
え
届
け
て
下

さ
い
。

▽
試
験

試
験
場
及
期
日
等
は
役
場
に
問
合
わ

せ
て
下
さ
い
。
受
験
日
は
本
人
宛
通

知
し
ま
す
。
試
験
科
目
は
簡
単
な
学

科
試
験
、
口
述
試
験
、
身
体
検
査
で

一
日
で
終
り
ま
す
。

▽
合
格
と
入
隊

採
用
通
知
は
入
隊
の
十
日
前
ま
で
に

到
着
し
ま
す
。
不
合
格
の
場
合
は
通

知
し
ま
せ
ん
。
入
隊
は
本
人
の
居
住

一
地
に
近
い
教
育
隊
に
入
隊
し
ま
す
。

入
隊
の
際
も
う
一
度
身
体
検
査
を
行

　
　
　
　
（
一
面
よ
り
）

わ
す
か
二
年
下
．
こ
の
地
を
去
ら
ね
ば

な
ら
な
い
事
態
は
怒
り
を
感
じ
な
い

で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
地
域
の
方
女

に
は
ま
こ
と
に
申
し
わ
け
な
い
気
持

で
一
ぱ
い
で
す
。

　
愛
用
し
た
バ
イ
ク
に
ま
た
が
っ
て

去
る
折
の
感
懐
を
呼
ん
だ
も
の
は
、

い
つ
も
つ
ぶ
ら
に
澄
ん
だ
子
等
の
瞳

で
す
。

人
気
な
き
校
舎
に
向
き
て
さ
よ
う
な

ら
と
つ
ぶ
や
き
も
え
せ
で
胸
の
せ
ま

り
て

石
を
も
て
追
わ
れ
し
人
の
思
い
出
す

子
等
に
そ
む
き
て
離
り
翔
け
る
は

ひ
え
び
え
と
ほ
N
う
っ
風
に
鏡
中

妻
有
の
里
の
遠
離
行
く

ふ
た
と
せ
の
身
の
さ
い
わ
い
を
貝
野

な
る
顔
六
汝
に
思
い
う
か
ぺ
つ

一“魏
騰
罎

役
場
新
規
職
員
採
用

　
中
里
村
役
場
で
は
四
月
一
日
付
で

次
の
通
り
新
規
職
員
を
採
用
し
た
。

栄
養
士

保
母

建
設
課
雇

　
　
〃

行
政
課
雇

広樋冨小佐
田口井林藤

　
な
お
退
職
者
は
次
の
通
り

産
業
課
書
記
上
原

行
政
課
書
記
福
島

　
な
お
、
詳
細
は
役
場
へ
お
間
合
わ

せ
下
さ
い
。
　
　
　
　
（
行
政
課
）

伸
（
一
一
一
）

ユ
リ
（
一
一
〇
）

正
市
（
一
一
七
）

寿
次
（
一
一
五
）

政
子
（
一
九
）

　
　
　
O

秀
子

秀
子

昭和59年4月15日東さカ・3）第95号（髪製鎚雛岳）な
　
四
月
と
も
な
れ
ぱ
、
越
路
の
地
に

も
本
格
的
な
春
の
生
気
が
み
ち
て
く

る
。
花
も
そ
ろ
そ
ろ
咲
き
は
じ
め
、

樹
木
も
活
動
を
は
じ
め
る
。
永
い
冬

寒
気
の
中
で
、
耐
え
忍
び
、
時
節
到

来
を
待
っ
て
居
た
万
木
で
あ
れ
ぱ
こ

そ
、
我
女
に
も
不
思
議
な
歓
喜
を
与

え
て
く
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

此
の
時
節
に
な
っ
て
、
何
時
も
思
い

出
さ
れ
る
の
は
、
子
供
の
頃
凧
上
げ

を
し
た
こ
と
で
あ
る
。
今
は
あ
ま
り

見
う
け
ら
れ
な
い
が
、
田
園
の
大
空

を
漫
歩
す
る
凧
を
見
る
と
、
実
に
壮

快
な
気
分
が
す
る
。
凧
あ
げ
と
い
え

ぱ
、
思
い
出
す
話
が
あ
る
。

　
　
ニ
　
　
　
　
　
が
す
ん
で
ヤ
　

　
よ
り
　
　
し
た
マ
ヌ
シ
ャ
ル
　
ぽ

が
ヤ
あ
る
　
ヤ
　
さ
ん
と
　
　
　
　
　

凧
の
し
っ

　
　
　
　
　
　
公
民
舘
長
齋

ぽ
　
　
藤
　
大
馨

に
出
か
け
た
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
そ

う
だ
。
た
ま
た
ま
丘
の
上
に
老
夫
妾

が
立
っ
て
、
空
を
仰
ぐ
と
凧
が
あ
が

っ
て
い
る
。
老
妻
は
い
う
「
あ
な
た

と
、
わ
た
し
と
の
関
係
は
、
ち
ょ
う

ど
あ
の
凧
と
、
し
っ
ぽ
の
よ
う
で
す

わ
。
あ
な
た
の
行
く
と
こ
ろ
に
、
わ

た
し
は
い
つ
も
お
供
を
す
る
し
っ
ぽ

一
み
た
い
ね
」
と
感
懐
を
こ
め
て
い
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
「
凧
に
と
っ
て
大

切
な
の
は
、
し
っ
ぽ
な
の
だ
よ
。
重

す
ぎ
る
と
凧
は
落
ち
る
し
、
軽
す
ぎ

る
と
ど
こ
か
へ
飛
ん
で
行
っ
て
し
ま

う
。
ほ
ん
と
う
に
し
っ
ぽ
は
、
凧
に

と
っ
て
大
切
な
存
在
な
の
だ
」
と
マ

む
シ
ャ
ル
　
ポ
は
　
え
て
い
る
ロ
そ

襲
難
野
誌
糞
離

5
6
婁
■
曜
う
暑
6
9
4
6
》
i
◎
…
7
晶

㎜羅
講
灘

◎
産
　
　
由

子
の
な
ま
え

藤
田
里
美

鈴
木
弘
子

高
橋
則
子

士
口
楽
弘
子

樋
口
ま
す
美

富
井
豊

富
井
洋
一

冨
井
公
一

公長政正福重　義父
　太　　　　 実　 の

平郎治平市利　光名

住
所

清
田
山

重
地

倉
俣

上
山

自
羽
毛

市
之
越

市
之
越

如
来
寺

樋
口
八
重
子

服
部
和
利

田
村
康
子

川
田
真
澄

柳
　
和
夫

　
　
み
つ
え

一
◎
高

㎜
｛
翻

一蕎瀟

勝善信　久忠
　　　晃
雄太明　一男

通
り
山

田
沢

田
　
中

阿
寺

本
屋
敷

新
屋
敷

　
・
る
。

㎜｝
ま
こ
と
に
春
に
ふ
さ
わ
し
い
、
夫

唱
婦
随
の
心
あ
た
た
ま
る
語
ら
い
で

　

㎜
な
か
ろ
う
か
。
か
め
し
め
れ
ば
、
は

㎝『
か
み
し
め
る
ほ
ど
滋
味
は
深
い
。
し

…
っ
ぽ
は
電
す
ぎ
る
と
、
亭
主
は
恐
菱

会
に
入
ら
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
軽
す
ぎ

㎜…
る
と
家
庭
が
と
て
も
保
て
な
く
な
る

一
し
っ
ぽ
の
「
あ
る
べ
き
よ
う
」
は
な

禦
か
む
づ
か
し
い
こ
と
で
あ
る
・

7
の
§
、
警
は
、
一
定
の
羅

皿
も
な
い
。
凧
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て

㎜・
「
あ
る
べ
き
よ
う
」
が
違
う
。
ま
た

㎝｝
そ
れ
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
意
味
は
深
重

…・
で
も
あ
る
。
近
頃
国
を
あ
げ
て
、
何

一
な
に
づ
く
り
と
言
う
の
が
叫
ば
れ
て

一
い
る
が
、
塁
年
に
対
す
る
炎
の

｝
在
り
方
は
、
さ
し
あ
た
り
凧
の
し
っ

ぽ
で
あ
る
。
と
も
す
る
と
「
い
ま
ど

き
の
凧
（
青
年
）
を
」
云
汝
し
や
す

い
。
凧
を
論
す
る
以
前
に
、
し
っ
ぽ
の

“
存
在
条
件
を
反
省
し
て
見
る
必
．
要
が

　
杁
新
郎
樋
口
正
芳
（
一
ε
．
干
溝

　
戸
新
婦
　
鈴
木
　
福
子
（
一
∫
）
重
　
地

ロ
一
◎
昇
　
天

｝　
　
　
　
名
　
　
年
令
　
　
住
所

砂樋
口
　
鶴
一
（
三
七
）
朴
木
沢

涌
井
午
代
子
（
一
オ
）
上
　
山

高
野
虎
治
郎
（
ズ
）
如
来
寺

林
　
紀
代
子
（
二
も
鹿
児
島

井
ノ
川
英
夫
（
二
九
）
如
来
寺

喜
多
　
ヒ
サ
（
二
六
）
十
日
町

徳大上鈴広樋小樋斎氏
井島原木田口林口喜
　　作
三フ与ハリキ勇広亀名
良サ利ルンワ　定男

（
八
一
一
）

（
八
一
一
）

（
四
一
一
）

（
八
七
）

（
七
四
）

（
八
五
）

（
七
一
）

（
七
一
）

（
五
九
）

倉
俣

西
田
尻

芋山上荒干小西
沢崎山屋溝原方

私
共
に
あ
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

青
少
年
補
導
の
機
関
は
い
く
つ
も
あ

る
。
先
縦
の
大
人
自
身
が
、
よ
き
し
っ

ぼ
で
あ
る
の
に
は
、
ど
う
あ
る
べ
き

か
を
学
ぶ
乙
と
も
青
少
年
に
対
す
る

よ
き
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
あ
る
。

　
親
の
英
智
が
P
T
A
で
と
り
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。
親
の
英
智
を
平
た
く

い
え
ぱ
「
愛
情
と
知
性
の
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
状
態
」
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。
こ
れ
は
叉
凧
の
し
っ
ぽ
で
あ

る
。
度
の
過
ぎ
た
愛
情
は
、
子
供
に

と
っ
て
電
荷
で
あ
る
。
軽
す
ぎ
る
と

奔
放
に
な
る
。
愛
情
と
知
性
の
均
衡

状
態
を
、
仏
教
で
は
慈
悲
と
呼
ん
で

一
い
る
。
一
月
の
成
人
の
日
頃
だ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　

一
か
と
思
う
が
　
村
を
歩
い
て
居
る
と
．

庵
に
窪
せ
る
嬰
仰
ぎ
、
し
み

一じ
み
と
し
っ
ぽ
の
苦
労
を
有
難
く
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曾

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
私
達
の
村
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曾

　一
出
稼
ぎ
等
の
関
係
で
成
八
式
を
、
何

り

一
時
も
雪
消
え
を
待
っ
て
す
る
の
だ
が

霧
．
離
露
鷺

響
蓼
學
重
止
め

一
す
、
よ
き
し
っ
ぽ
た
る
べ
き
行
願
を

へ

擁
す
る
髪
あ
ら
し
め
蘇
．
そ

・
こ
に
大
人
の
勉
強
も
あ
り
修
業
も
あ

㎝㎜
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「

新
任
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
中
里
村
栄
養
士
佐
藤
　
伸

　
こ
の
た
び
私
が
村
の
栄
養
士
と
し
も
今
で
は
明
ら
か
に
な
っ
て
ま
い
り

て
働
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
食
生
活
の
改
善
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
「
美
食
」
の
こ
と
、
美
食
即
ち
経
済

　
栄
養
士
と
い
う
名
前
を
い
た
だ
き
一
に
関
係
す
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ま
し
た
が
、
こ
の
三
月
学
校
を
卒
業
、
れ
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
改
善

し
た
ぱ
か
り
の
未
熟
の
者
で
ご
ざ
い
一
の
方
向
に
進
ん
で
行
か
な
い
点
が
あ

ま
す
。
机
上
の
こ
と
は
と
も
か
く
、
一
り
は
し
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、

現
実
の
問
題
は
こ
れ
か
ら
皆
様
と
共
醐
食
生
活
の
改
善
が
必
す
し
も
島
価
の

「
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
皆
様
方
の
御
指
導
と
御
協

力
を
霜
願
い
い
た
し
ま
し
て
御
挨
拶

・
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

春
の
敬
老
会

　
　
　
　
五
月
上
旬

　
役
場
公
民
舘
婦
人
会
の
共
催
で
、

恒
例
の
敬
老
会
を
催
す
べ
く
今
年
も

計
画
を
す
す
め
て
い
ま
す
が
、
時
期

は
麗
繁
期
な
ど
を
考
慮
し
て
例
年
通

り
五
月
上
旬
に
開
く
予
定
で
す
。
具

体
的
な
日
ど
り
に
つ
い
て
は
近
く
関

係
者
の
聞
で
相
談
し
、
決
定
次
第
該

当
者
の
方
六
に
ご
案
内
い
た
し
ま
す

か
ら
、
お
さ
そ
い
あ
わ
せ
て
是
非
お

出
下
さ
る
よ
う
わ
知
ら
せ
し
ま
す
。

に
勉
強
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
食
品
を
つ
か
う
こ
と
で
は
な
い
と
思

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
の
野
菜
も
一
寸

　
食
生
活
は
生
命
あ
る
も
の
に
一
日
、
し
た
組
合
わ
せ
で
充
分
に
栄
養
が
取

も
休
む
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

り
、
こ
れ
が
生
命
の
根
源
で
あ
り
な
　
　
未
熟
な
私
に
は
こ
の
仕
事
を
ど
の

が
ら
と
か
く
惰
性
に
流
れ
や
す
く
日
程
度
や
っ
て
い
け
る
か
ど
う
か
い
さ

本
国
民
の
食
生
活
は
お
米
偏
重
と
い
さ
か
不
安
で
す
が
、
樋
熊
さ
ん
の
築

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
が
種
女
　
い
て
下
さ
っ
た
後
を
引
継
ぎ
一
生
懸

の
病
気
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
命
「
健
康
な
村
づ
く
り
」
に
努
力
し

成
人
式

　
　
　
　
今
年
は
六
月
下
旬

　
公
民
舘
で
は
、
例
年
五
月
の
初
め

に
成
人
式
を
挙
行
し
て
き
ま
し
た
が

今
年
は
講
師
等
の
都
合
に
よ
り
六
月

下
旬
頃
（
二
十
日
過
ぎ
）
に
催
す
予

定
で
お
り
ま
す
。

　
な
お
今
年
は
、
成
人
式
に
さ
き
だ

ち
、
三
日
間
ぐ
ろ
い
の
日
程
で
よ
り

よ
き
社
会
人
と
し
て
出
発
し
て
も
ら

う
た
め
に
成
人
講
座
を
開
い
て
、
該

当
者
の
皆
様
か
ら
受
講
し
て
い
た
だ

く
計
画
を
た
て
て
お
り
ま
す
。
成
人

式
及
び
成
人
講
座
の
ご
案
内
は
い
す

れ
該
当
者
に
お
届
け
し
ま
す
か
ら
、

洩
れ
な
く
参
加
下
さ
る
よ
う
お
待
ち

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
成
人
式
該
当
者
は
、
昭

利
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
昭
和
十
九

年
四
月
一
日
ま
で
に
出
生
し
た
人
で

す
。

越
久
・
パ
エ
捕
殺

コ
も
！
ク
ー
ル

　
　
4
月
応
日
～
末
日
ま
で

　
例
年
実
施
し
て
き
ま
し
た
越
冬
バ

エ
捕
殺
コ
ン
ク
ー
ル
を
、
今
年
も
四

月
十
五
日
か
ら
三
十
日
ま
で
実
施
い

た
し
ま
す
。

　
一
匹
の
越
冬
バ
エ
が
十
五
億
五
千

万
匹
に
殖
え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
是
非
こ
の
期
間
を
通
じ
て
一

匹
残
ら
す
退
治
し
て
下
さ
い
。

畜
犬
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

　
公
民
舘
報
三
月
号
に
、
犬
の
放
し

飼
い
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う
飼
犬
取

締
条
例
の
抜
す
い
を
掲
載
し
ま
し
た

が
、
こ
の
た
び
法
律
に
基
づ
き
左
記

の
日
程
に
よ
り
畜
犬
登
録
及
び
狂
犬

病
予
防
注
射
を
行
い
ま
す
の
で
、
飼

犬
者
は
必
す
受
け
る
よ
う
に
し
て
下

さ
い
。

◇
日
時
、
場
所

四
月
二
十
二
日
午
前
十
時
～
正
午

　
中
里
村
役
場
前

同
日
午
後
一
時
半
～
二
時
半

　
宮
中
神
社
前

四
月
三
十
日
午
前
＋
時
半
～
十
一
時

半
　
清
津
峡
小
学
校
前

同
日
午
後
二
時
～
三
時

　
倉
俣
支
所
前

　
　
登
録
料
　
　
　
三
百
円

　
　
注
射
料
　
百
八
＋
円


